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御 束射吏川扇状地 I乙おける地形及び

農業的 土地利用 の特色について
岩 下 茂 子

(/)研 宛 の 目的 者び 姶 史の麟 蔵

絶 壁 乞 轟 疾 して は じめ て 輝 惑､する 紛 史ヒ して 』3㌦ 今バ星,ニ学ん だ 苛 立総

復 習 す る とい う 番味 lこも LLて ､ヌ ニ配か ら何 小 研 菟 す る 掲 令 の &LAeとし

て _祈 る壮 域 妄色 ノマ筒 面 か Jっ萄 常 す る'j)が 垂i=L'Iであ る と 愚 い .諏 聾池 奴

に一制 覇 便 叫 南 淡 牡 を 選 び 空の 池 膝 に もいうる 毎 煉 及び 人物 画 亀 の 相 互 衡

係 によ る 池轍 性 の 把 握 ヒ い -i)二 と 旦 研 兜 L7)Et的 ヒ L Tz .フ自然 C)画 で 打 .

地 形 に 重 点 とも き .微 地 形的 包考 察 を試 み､L和 動使 目顔 底 地 の地 形 cZ)守

つ 何 趨 点 d)JE鳳 に努 め ,,i b 人 文 U)蘭 で i謀壌 紫 を取 り あ げ ､考常 の碕 色 及

び 褒 状 池 ､とい う池 形 が 夏lの よ うだ 鮎密 L て い -/C,竹＼を 考 案 す る こと に閑 吟

rc_ .

以上並べ TI-_よ う塔 研 兄 ,A宅的 !=従 い ､碑 文 の曙 戒 !d･+tj叉,jlよ っ至-Z香 つ 夜 0

才 -牽 師垂 地域廠乾.

壷′. 碑登地 域 の仕 置

き2, 白煙地 理 的噴 泉

G ､ 地 敬 &, 地 形 C､ 気 候

善3､ へ Ⅹ 地 理風 感 度

Cと. 立通 G､ 乗 数 余 慶 紫

津二牽. 御 利便 山 南成 敗 lニお ける 姓形 的 包 麿 は つ い て

喜/ 地 形 の 形 求

吾2. 地 形 画 の分 相

卓3. 地 形 面 と巌 魔 物 頃 と の 風儀

善421 放 下フK

吾手 鞠新 棟 叫窮 状 地 の 地 形 的塊 茎 F二晩 す る画確息 ｡

津 三尊 御 勅 使 Jl順 状 池 に お け る魔 寒 的 土 地 利 敵 ･=つい て 9

華/. 土地利 鞘 の麗 蜜
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喜ユ ー/K 利

き3 i 放 射 間 の 現 況

善タ､ 締 出 L セ 三 乗 落 1二お 再 る 土地 寄り覇 - 静 野 ､俄 野 ､尊 皇例 に して一

重宣 誓 的

(2) 鞠 争 うと威

卑帝 参 政 蕃 部 局 従 も気 色 噂 緯 断 層 監y Llわ れ でい る が ､御利 便 lli窮 状 他

出 ､ 琴 帝 金 地 蕃顔 lニ位 置 し ､泉 石 海 嶺 折 萄i-iJR 下 iニ密 室 した 環 式 的 商 状 地

で あ る .X茶 窮状 比 国 弼難の 蟹 史 が 唱 望 毒し､に 竜 で＼小 爪 わ す ､政 見 音 で､

敬 承､覇 1こお い て 出 水 !fiイヒ杏､及 ぼ､項や＼っ た こ と L表- ｢ の覇 鉄 で ある .

(3)勧 利 便 両 轟底吐 67)地 形 的 包炎

働 利 便 出 願 東 独 の 地 形 -考 察 ぎヱ当 っ て良 ､皮 じめ に 轟 沈 地 の横 堆 断 面 逐l等

の作 射 てよ ｡聴 解 の形 状 を牌 み ､弥 二4{巧 の 蜜 や 賢 愚 ､東 献 花がL竹

帯 の 野 タト喝 容 の 略 栗 を 魅 金 し て ､窮 状地 良次 の まう .e 7つ の 姓 形 麿 に命

額 L Tこ ｡

(/)易 状 妃 1亀
(封 希 拭 地 B面

(5)す そ 合 し＼谷 画

(I/)覇歌､池 JE衝

く4)tF-‡珂 要 葡

(/J風 刺 政 司 才気

(7)参 幣 両津横地

本 番底 地 尋常 i=掌 っ て 由 来 の 竜 泉 師 部葦 と な る f 一 つ 笹窮 状 地 の 一軒

に み わ 折 る L )しトの 産 轟 であり､- つ .L4番無 叫 と の 鹿に 生 じ た くい 塞 ･う

2割手の 巻 でlあ る ｡

-1 ル トの 東風5=つ し､て 房 ､本 騎 乗 でL官 軍碑 の 山 吐 息喝 叔 する 量 あ の 亀

頃 だよ る t の で裁 る とい う 考 え方 をヒ リ ､一 万 -> lL葺､の 萄寿 が 扇 状 艶 1

両 ヒ 窮状轍D ､jg画 を 分 ける 鎚 と 逢 っ た の で あ る 堺 .窮状 地 3 番 と m画

d)i ル トに つい て 由 ､色 ､零 等 Lニ藍 巽 が 箪 め わ 肌 色 が .2 つの 画 を 墜 別

し う る 1才つ き リ L屯 等掛 り 感 つ 机 め な か っ た_｡次 ≒こ蜜無 再 ヒ の鹿iご生 じ

た 童 1=つ い て 超 ､箸 無 illの 剰 偉観 ‡こia とい う畝 と ､姉 電 又 白線 由 ヒ あ

泉 1 為 と い -i)艶が 可 鑑 で･あ り ､い す偶 を 鮮 る 和 こよ っ て 窮状地 E嘗卜と虚

簡 結 ､弼 代 的 tニみ て 研 一 の も の と 七 ､繁 る IYの と セ考 え られ a .

率 鞠と 萄 え ら机T=冬 頃 米 艶 も この よ う包 句 題 由一包 ん で い る .

(〃〕御 覇 牧 叫 磯 城 姓 の 埠 素 的 土政 利 再

制 動 便 川廃 求 地 宙 その 他 要 約 郵 係 !ノぞよ リブKネ一日J-L酸 葛 を生 し･､草 牽 強 式 皇

軍 吃 し て い る J寸 免 れ も顧 頂 顧 鱗 部 打水 射 ほ 寒 ま れ 米 軍 化 ± 甘1.7し､肴 の

l乞比 べ て ､鶴 来部 ま で El水 田促 iJr強 ば､ず ､孝 こそ ぼ 驚魂 ､養 垂 ､濃 を 審
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vT,繁 れ 絢 商 量 畿 素が 才こいり射 てい る ｡茶 筒 文で 嵩 ､こ の よう 怒 覇 異節 ピ晦

接 して 他 者 司 る b乗歯 車 心 C_)面 野 ､荒潮 ､爵 蚤 ､孟 夏 t,/1豊 ､巧く怒 ､番 亀

急 ぎ の 飯 野 凛 み られ る土 地 利 鞘 の敗 漆 的硝 英 一之つ い て 宅 親 し77-i a

精 l二軍 野 ､ 塾 L7長いノ､て鼻 白栗 野件 出穂 ん ど 同 じ･で あ る は ¥林カuJ-)わ 手

この よ う 毎 夏 軍 が 生 じ r二の 宙 ､和地海藻 の 大 小 ､及 び 農 家 人 口 UJ入ノ冊 ヾゝ
葛 え ら乱 ､-人 当 り の 料 地 面鏡 の 疎 い 藍 ､飯 野 に 漂温 憂患 どの 頃柏 的 農

環 が と り入 沢 ら 出 て日 る ､こ考えられ る ｡

叉 敢 野l=～.､ち 賢 く 製磯 fJil華 人 三郎 r=簡 配 は っ しlて畠 ､面 野 覇 lZj務 隆鴎

亀 駿 乾 性 としいiJよ う 敏 Y a)fJl..若食 ら1tた .

忽 お .巌蚤でt首 蜘 和 煤 吊 喝 法要 !=お い て 畠 ､畑 地 遭濫 封 執 Y失行 lて:移

三 沢 ､ 黍 蚤 常 ,Jl)審少 ､県歌 の痛麹 が 琶 し Ll ｡

野E3市の池/TE学的考察

坂 戸 か ほ る

マ ンモ ス都 市 東京 に寄 生 す る衛生 郡 市 が 故 等紋 馨 ヒ せ 急 激 lニ噌 柏 して い る.

-dZ.ed fLd7tnt化 した素描 了亡 ぼ ､住 宅団 地 が 挽 /Jと造 ら 汀L､X 宙閉 園 整 備 法 に宅

とす く工賓 の 地 方 分 数化 計 画 に あ い きっ て ､エ鼎 郵 政 が 各 地 に形 威 され つ つ

ある d 二 g)よ う‡･= ､急 激 r=.鎖 能的 l=tlL形 態 的に tY.変化 して い る 萄郁 圏 内の

郡 市 の 状 況 を 牛範 で撤 ナ]＼つ て み た い と 考 え て ､千 葉~舜 野 田 市 を選 ん だ､o

チ蛮 額 L訂.利敵 の dfラムが1毎 ､U?SC/Oが 河 川で全 くプ畑二酎a:沢 LL 小 Y.叱

印 の江 戸 叫 ､利恨 叫 紙 EH稲遣低 湿地 確 で _経 路 の 東亜 を覇 げ ､江 戸か ら の 亙

療 感 まヱQl,3､乱 す .献 立文 化 頃 を形 成 し てい rz o その 千 乗 喋 の 地 面 婦 ､利親 ､

辻FJ面 河 帖 =狭ま れ ､疾1乗 平 野 の中央部 に 突 出 して ､クサ ビ 宜打 っ た よ うra

配 置 IJ= ､葦 第 の謂 金 地 ｢野 Lf_i市 ｣ が ある ｡

クサ ど の 妃 瑞 は･常闇 町 畔 あ る が ､そ肌 に挽 い て両河 川卑覇充 す る 画碗 Ly ～

g K7W の碗 杉 を した 姓 麟 伊 野 製 布 で ､市の繁華街 は その 画 寄 り;二戸!車二寝 し

てい る Q二の 幣束 平 野 の 中 .亡邸の 栗 $l地 点 竃 .河 Ii津 L蜜 琴 Ta史亀 寺領 で､あっ

p:鴎 ,/-tヒ 超 .宮津i毎他 著 に なつ T== .こ の 珂叫 菜選 の利 覇 も乙よっ て ､金 野 ri萄

R=f電線 婁 質 草■登豊 して いつ た の であ る .

銚 弓 の 磯 適 .技l簡 C)選 は･利稗 叫 意 tlに野 田 の 者油 ､取 山 の味 淋 出 ユ ㌢ 叫

竃 日 だ他 者 し､河 川 輸 送 ほCrリ ､天瀬 費 地 :,lFJへ と出 萄 コ 朗 て LlrZク河 叫更

頚 から 唾 上 覚 亀 に移 る前 に全 句 豹 だ不 動 の壁 煙 室率 い T{ の ぞ ‥ 暖 経 営観 い

ぞい る が ､野 望は り韓輯 IZお し､て ｢史 の 古 い銚 子 由 ､消 費 地 三エア との 匝敵 が
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